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月
刊

小
椋
神
社

ー
睦
月
ー
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皇紀 2672 年

一
月

　
　
　
一
日
　
歳
旦
祭

　
　
　
三
日
　
元
始
祭

　
　
十
九
日
　
伊
勢
参
宮

二
月

　
　
　
三
日
　
節
分
祭

　
　
　
五
日
　
幸
神
社
例
祭

　
　
十
一
日
　
千
石
賦

　
　
十
五
日
　
神
力
稲
荷
祭

　
二
十
五
日
　
祈
年
祭

三
月

　
　
　
八
日
　
滝
壺
神
社
例
祭

　
　
　
十
日
　
稲
荷
神
社
例
祭
　

　
　
　
十
日
　
仰
霊
祭

　
　
十
五
日
　
山
地
神
社
例
祭

　
　
二
十
日
　
彼
岸
祭

四
月

　
　
　
一
日
　
鉾
迎
え

　
二
十
二
日
　
榊
迎
え

五
月

　
　
　
一
日
〜
祭
り
準
備

　
　
　
二
日
　
宵
宮
祭

　
　
　
三
日
　
小
椋
神
社
例
祭

六
月

　
　
三
十
日
　
夏
越
の
大
祓

七
月

　
　
十
六
日
　
満
仲
公
祭

八
月

　
　
十
五
日
　
八
坂
祭

九
月

　
　
　
一
日
　
八
朔
湯
立
祭

　
二
十
二
日
　
彼
岸
祭

十
月

　
　
　
初
旬
　
梅
宮
神
社
例
祭

十
一
月

　
二
十
三
日
　
新
嘗
祭

十
二
月

　
　
　
三
日
　
中
ノ
宮
神
社
例
祭

　
　
十
五
日
　
智
鎮
神
社
例
祭

　
　
十
六
日
　
大
神
宮
例
祭

　
三
十
一
日
　
大
祓
式

　
　
※
　
毎
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
※
　
都
合
に
よ
り
日
程
が

　
　
　
　
か
わ
る
事
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
謹
ん
で
新
年
の

　
　
　 

言
祝
ぎ
を
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
氏
子
の

皆
様
方
に
と
っ
て

　
幸
多
き
年
で

　
　
あ
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り

　
　
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
四
年
　
元
旦

　
小
椋
神
社
宮
司

　
　
　
　
佐
合
井
秀
彦

平
成
二
十
四
年
年
間
行
事
予
定
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月刊　小椋神社

小椋神社は仰木・仰木の里一帯の

鎮守の神様です

人生儀礼は氏神様へ
初宮詣・七五三詣・厄除・安産・交通安全・

合格祈願等各種御祈祷謹んでご奉仕致します

ご予約・お問い合せ

TEL： 077-572-1482

Mail： ogurajinja@mac.com

平成 24 年1月1日 第 24号

 
厄
除
祈
祷
の
ご
案
内

　
歳
旦
祭

於
　
小
椋
神
社
　

伊
勢
参
宮

お
焚
き
上
げ

　
元
旦
の
深
夜
零
時
に
新
年
を
お
祝
い

申
し
上
げ
、
ご
皇
室
の
繁
栄
と
五
穀
豊

穣
、
国
民
の
加
護
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ご
家
庭
で
一
年
間
お
祀
り
し
た
御
神
札

や
御
守
を
神
社
に
納
め
、
浄
火
に
よ
っ

て
燃
や
す
こ
と
を
お
焚
き
上
げ
と
言
い

ま
す
。
お
焚
き
上
げ
を
行
う
事
に
よ
っ

て
、
神
々
に
一
年
間
お
守
り
戴
い
た
事

に
感
謝
申
し
上
げ
る
も
の
で
す
。

　
神
社
庁
大
津
支
部
主
催
の
伊
勢
参
宮

を
行
い
ま
す
。
毎
年
小
椋
神
社
か
ら
も

神
社
役
員
を
は
じ
め
氏
子
有
志
の
方
に

も
参
加
戴
い
て
お
り
ま
す
。
一
般
の
参

拝
者
は
入
れ
な
い
御
垣
内
で
の
ご
参
拝

と
な
り
ま
す
の
で
、
ネ
ク
タ
イ
着
用
と

な
り
ま
す
。
年
内
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

会
費
お
一
人
六
千
円

　
　
　
　

睦
月
の
ま
つ
り

　

一
月
一
日　
　
　
　

歳
旦
祭

　

一
月
三
日　
　
　
　

元
始
祭

　

一
月
十
五
日　
　
　

お
焚
き
上
げ

　

一
月
十
九
日　
　
　

伊
勢
参
宮

　
　
新
年
に
あ
た
り
、
厄
除
の
ご
祈
祷

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
予
約
制
に

て
ご
奉
仕
致
し
ま
す
の
で
厄
年
の
方
は

是
非
お
受
け
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
の
本
厄

男
性
　
昭
和
四
十
六
年(
亥)
生
ま
れ

女
性
　
昭
和
五
十
五
年(

申)
生
ま
れ     

      

御
祈
祷
料
五
千
円
よ
り

　
以
前
ご
報
告
さ
せ
て
戴
い
た
雄
琴
神

社
初
め
四
社
兼
務
宮
司
就
任
に
加
え
て

新
た
に
今
千
野
の
天
満
神
社
の
宮
司
に

就
任
さ
せ
て
戴
く
運
び
と
な
り
ま
し
た

事
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
十
二
月
三
十
日
三
十
一
日
の
朝
日
新

聞
滋
賀
版
に
滋
賀
県
内
二
十
四
社
の
初

詣
巡
り
の
案
内
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
小

さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
す
が
当
社
も
三
十
一

日
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ

い
。

兼
務
宮
司
就
任
報
告

初
詣
広
告
掲
載

　
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
現
在
初

詣
準
備
に
忙
し
く
動
い
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
よ
り
授
与
品
と
し
て
新
た
に

絵
馬
を
ご
用
意
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、

お
み
く
じ
と
し
て
「
み
ず
み
く
じ
」
を

　
元
始
祭

於
　
小
椋
神
社
　

　
皇
位
の
元
始
を
祝
ぎ
、
天
神
地
祇

（
天
津
神
・
国
津
神
）、
皇
祖
以
下
祖
霊
、

諸
神
を
祝
う
お
祭
り
で
す
。
当
社
で
は

神
楽
始
め
と
し
て
神
楽
を
奉
納
し
、
祭

祀
の
後
餅
ま
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
御
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
よ
り

絵
馬
・
み
ず
み
く
じ

ご
用
意
致
し
ま
し
た
。
水
を
司
る
龍
神

様
を
お
祀
り
す
る
神
社
に
ふ
さ
わ
し

い
、
水
に
つ
け
る
と
文
字
が
浮
か
び
上

が
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
初
詣
に
お
参
り
の
際
は
ぜ
ひ
お
楽
し

み
下
さ
い
。


